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クリノプチロル沸眉(C1inopti1o1ite)

約10μ×15μの大きさの六角板状単斜晶系の微結晶は走査型電子顕微

鏡(東北工業技術試験所の日本電子JSM-U8型装置を使用)観察によ

りクリノプチロル沸石化した酸性凝灰岩(クリノフ号ロル沸石岩と呼

ぶ)の中の自生鉱物として産するクリノプチ1コル沸石〔(Na2,K2,Ca)

A12S三701816H男0〕でありその平板面ほ{010}である.

クリノプチ1コル沸石と同定した根拠は①クリノブチ1コル沸肩砦の粉

末X線法による鉱物同定②クリノプチロル沸石とそのアルカリおよ

びアルカリ土類イオンが置換関係にある輝沸石(Heulan砒e)の結晶

形態(肉眼および光学顕微鏡下に認められる)にきわめて類似するな

どである.

試料は秋田県ニツ井町一帯に分布する藤琴川層上部七座凝灰岩(5万

分の1r鷹ノ巣｣図幅のFt3に相当)でありその続成変質分帯ほ1I

帯に相当している
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